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粒子沈降量の差(2004.9.17-22)

26
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沈降調査

ＳＳ量とＶＳＳ量の地点別相関

両地点のＳＳ成分は類似しているが、ＳＳ及びＶＳＳは、Ｂ４地点がＳ１０地
点より多く、Ｂ４の方が堆積傾向にある。
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地点間における沈降量の差異
→B4が供給源に近い
不溶性懸濁粒子 (粘土)と有機物が相関
→供給源と経路が一致
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大浦撹拌区域の沈降瓶調査中の水質変化
(B4: 9.22-9.23)
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表層，中層，底層と低下

D O・pH より先に表層，中
層，底層と極大値が変化

クロロフィルより
先に極大値が現れ
る
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硫化水素濃度
(ml/g)
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地形から推定される細粒
堆積物の移動方向

潮目

潮目の下に沈降した細粒堆
積物と有機物が，底層流に
よって緑の矢印にそって再移
動

潮目の下に堆積物と
有機物が蓄積(量の
差異は熊本沖におい
て渦流で説明)

仮説

海底堆積物調査
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① 海底地形

国見沖

Ａ

大浦沖

国見沖

Ｂ
C

D

《調査位置》

 

堆積層の反射面

DGPS のアンテナ 

高周波用送受波器 

（測深用） 200kHz 
低周波用受波器 

（底質探査用） 10kHz 

低周波用送波器 

（底質探査用） 10kHz 
水深

堆積物の層厚

シルト・粘土・細砂層

シルト層

D０ ５００ １０００ ２５００ ３０００ ３５００２５００ ２０００

砂層

C

シルト層

3.0ｍ

4.0ｍ

Ａ

シルト層

水
深

０ ５００ １０００ ２５００ Ｂ１５００ ２０００

シルト・粘土・細砂層

大浦沖

国見沖

4.4m

複雑な地形

シルト・粘土・細砂互層

シルト・粘土・細砂互層

3033次元数値シミュレーションによる潮汐残差流次元数値シミュレーションによる潮汐残差流




